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　目的糸瓦にシーザーという沖縄旅自の風物詩も，歳月とと:｡もに欽蜻住宅にと変化

し，琉装姿も今TMよ七，八す才の高争鳶のみ烏羽され，人々の曰常着は洋販とゆ),

晴着はもっぱら和装に魅力£ 感じ* 傾向である。現祉仕立てb れる琉装･＆九大から繍

られる蚕E^

　琉装は和親と類似ゑき｡もちながらも一種独特の羞装夫左かもし広している。その夫

しさは, 文裁によると，能衣裳や中をJ、裡等の着流し姿とのm£枚き｡勿＜諭し･ら乳て

いる。しかし，いつ頃，と:｀の＃な雄勁によフてそ暮しre力ヽ斜力ヽではない。政装え-の匍

It;'のうすhぎつ)ある昨今，和装との匍係色冤明し，正確な燐珊究が'沁誉である。

　力法眼生活荷札／タクぷ年２月号所載'のトクンジについて。の論及を基礎とし。

更にこれに検討色｡加之。冲縄県主博物館，琉栄町蔵島，芒の杷の芙物資札占死より

の順番と調査色根拠乙じ乙，主,にその形態上，着装上。縫製上より着察包加之･，内兇

の能衣島中也の衣裳ビ｡の比賎検討しよう乙試みた・

　祭辰一見類似薦^汐く見られる能衣裳の羞明目的はいうまで･･もなく舞台衣裳であ

る。したか' ->て芒の為装宏も異なり. 又，発畦el3也紀前後にさかのぼ'-5。し力ヽし琉

装の場合ばそ札次貳に用いられ反応袖糸衣服に冴い関係があり，冲薦の厖土，幻しに

よく融合｀レ，独自の衣服を｡作りあげ･Kと局わ柘る。しかし，最迎の琉装･こ･よ小袖の爽

遷によう影響お深く感じ･りれる。


